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番号 要項・仕様書等記載内容 質　問 回　答

犀－１ 募集要項 P6 9管理料 について 管理料に係る提案額についての最低制限価格や失
格基準価格等の設定はないと解釈してよろしいで
しょうか。また、「提案総額が、県提示管理料の
7.5割を下回る場合には、個別にヒアリングを実
施する。」とありますが、ヒアリングの実施時期
はいつごろを考えておられるのでしょうか。併せ
て、ヒアリングに際して新たに作成・提出が必要
となる資料がありましたらご教示願います。

その解釈の通りです。
ヒアリングを実施する場合は10月中に行う予定です。
新たに資料提出が必要となる場合は、ご連絡させてい
ただきます。

犀－２ 募集要項 P6 9管理料 について 「令和9年度より、太陽光発電による電気料、追
加設備の維持管理費を考慮」とされております
が、太陽光発電に関して「令和9年4月から太陽光
発電設備が稼働開始し、これにより発生する電気
は場内利用し、その分商用電気料が削減されるこ
ととなる。一方で、太陽光発電設備に係る保守点
検などの管理費用が新たに指定管理料に追加され
ることとなる。」と解釈してよろしいでしょう
か。

その解釈の通りです。

犀－３ 募集要項 P10 16協定の締結 について 「指定の議決後、管理業務の細目について県と指
定管理者の間で協定を締結する。」とされており
ますが、「指定管理者決定後に、各年度管理料や
業務仕様書の内容、提出書類、災害時等における
費用負担方法など、業務履行にあたっての細目事
項について、県と指定管理者で協議し決定した上
で、協定を締結する。」と理解してよろしいで
しょうか。

その解釈の通りです。

犀－４ 仕様書 P4 (２)保守管理業務 カ太陽光発電設
備の保守点検 について

「完成図書及び関係法令等をもとに日常点検、月
次点検、年次点検を行う。」とありますが、発電
設備の施設概要、規模等の把握及び保守点検内容
の検討などのため、太陽光発電に係る図書一式の
閲覧を希望しますので、よろしくお願いします。

太陽光発電の仕様書と図面の閲覧を認めますので、募
集要項に基づき申し込んで下さい。

犀－５ 仕様書 P4 (２)保守管理業務 カ太陽光発電設
備の保守点検 について

地震・大雨などの自然災害や太陽光発電設備の故
障・点検等で発電ができなくなった場合に、どの
ような対応を考えておられるのかご教示願いま
す。
また、上記のように、太陽光発電は天候や季節に
よりその発電量が変動し、その結果、商用電力量
にも影響を与えることが想定されます。さらに加
えて、近年の電気料金の著しい変動並びに今後の
先行き不透明さなど、不確定要素が非常に多い
中、電気料の各年度末精算は考えておられないの
でしょうか。

その事態が発生した際には、協議してください。
電気料の各年度末精算は考えておりません。
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犀－６ 仕様書 P7 (４)整備保全業務 ク下水道台帳
データ等更新業務 について

データの整理、情報の更新（ともに P11 施設機
能報告書も同様）は、指定管理業務において実施
した保守管理業務、修繕業務に関連するものに限
る、と解釈してよろしいでしょうか。

下水道台帳データ更新業務は指定管理者が行う修繕工
事に限定されません。

犀－７ 仕様書 P7 (６)その他業務 イ作業環境測定
について

「労働安全衛生法に規定する作業環境測定を行う
こと。」とされておりますが、具体的にはどのよ
うな事象を想定しているのでしょうか。（槽内点
検時における酸素濃度、硫化水素濃度、一酸化炭
素濃度の測定などが該当するのでしょうか。）

一般的に労働安全衛生法によるものだが、具体的に
は、日本下水道協会の「下水道維持管理指針」の「安
全衛生管理」に基づいて作業を行うのが望ましいで
す。

犀－８ 仕様書 P13 責任分担表 施設の小規模修繕 に
ついて

施設の老朽化に伴い、これまでの実績ベースでは
修繕費が不足することが想定されるとともに、提
案額としてどの程度の修繕費を計上するべきか判
断が難しいところですが、各年度の修繕費の上限
額は設定されているのでしょうか。
また、円滑な施設管理の遂行のため、やむを得ず
年度上限額を超えて修繕が必要となり実施した場
合において、年度ごとに精算額による変更契約は
考えておられるのでしょうか。

個々の修繕工事を積み上げした全体額に、上限は設け
ておりません。
年度ごとに精算額による変更契約は考えておりませ
ん。

犀－９ 仕様書 P16 (１)流入水量の基準 について R8年度からR12年度にかけて予測流入水量が増加
する見込みとなっておりますが、これについては
人口の増加や工場の新設など社会情勢の変化に加
えて、降雨時などにおける不明水の浸入といった
事象を考慮した結果と捉えてよろしいでしょう
か。

流入水量は事業計画の計画水量（家庭下水、工場排
水、地下水等の合計）を算出根拠としております。

犀－１０ 仕様書 P16 (１)流入水量の基準 について 予測流入水量の増加に伴い、電気料や薬品費の増
が見込まれる中、募集要項のP6 9管理料におい
て、R9年度からR12年度の管理料は同額とされて
おります。
管理料の提案に際しての各年度ごとの収支予算書
の作成にあたっては、「9管理料」に記載された
各年度額を上限として提案する必要があるので
しょうか。

指定管理期間の総額の範囲内で、管理料に関する提案
を求めます。

犀－１１ 1 仕様書 P28 資料4-1 幹線管渠点検業務要領
2.業務の内容 について

別添の「幹線管渠点検内訳表」が現時点では確認
できていませんが、提供の有無についてご確認い
ただけますか。（幹線管渠点検業務仕様書はあり
ます）

幹線管渠点検内訳表を提供します。

犀－１２ 仕様書 P33 資料７ 管理料の減額の算定方法
４式④ について

前回仕様書の 30/100 の部分が今回 24/100 に変
更されておりますが、減額幅が少額となった、と
いう解釈でよろしいでしょうか。

その解釈の通りです。












